
落葉性のつる性木本。若枝の先だけに毛がある。葉は腎円形、浅く5-9裂し、基部は浅い心形または切形、
柄は薬身の基部より少し内側で楯状につく。

氷ノ山周辺などではよくみられるが、生育地は限られている。2020年版での新規掲載種。

生育地の樹林の保全が重要である。
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■ 特記事項

■ 保護上の留意点

■ 種の概要

Menispermum  dauricum  DC.

観賞用等採取 特異な生態 分布の限界

■ 県内分布

佐用町、豊岡市、養父市、朝来市、香美町

■ 国内分布

北海道、本州、四国、九州

■ 選定理由

人為性 特殊性 学術性

生育環境破壊 特殊生育環境 特殊な分布
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